
「第２回 いせはら芸術花火大会」事業評価シート

段階 評 価 項 目

準 １．協働が開始された段階はいつからか

備 □企画の段階から □実施段階から

段 ■その他（実行委員会からの提案書提出以前、企画の段階から市との協働が行われた。）

階 ２．協働の呼びかけはどちらからか

■市民活動団体 □市 □その他（ ）

３．協働で行う意義は明確だったか

■はい □いいえ

意義〔市民と行政が協働することにより、市民のみでは取得困難な各種許認可（国･県

等)の円滑化を図り、また、市民中心の実行委員会と行政の一体感が生まれ、ま

ちの活性化につなげることの意義を共有した。〕

４．事業の目的は明確だったか

■はい □いいえ

目的〔伊勢原の自然あふれる景観に映える芸術花火の美しさで、人々に喜びと感動を与

え、我がまち伊勢原の知名度を高め、全国から注目される「いせはら芸術花火

大会」が実施を目的とすることを共有した。〕

５．事業の目標（何がどのような状態になることを意図しているか）は明確だったか

■はい □いいえ

目標〔市民ボランティアなど、多くの伊勢原市民が関わって事業を実施することができ、

まちの活性化につながった。〕

６．相互理解は十分だったか

■はい □いいえ

理由〔事業実施に市が積極的に関わるとともに、市職員の多くがボランティア参加して

大会を盛り上げることができた。〕

実 ７．協定書作成にあたって十分協議したか

施 □はい ■いいえ

段 理由〔協働事業開催が決定した段階で、委員会において、すでに概ね事業は決定してお

階 り、協定書作成にあたって協議が十分だったとは言えない。〕

８．事業運営上の役割分担は適切だったか

■はい □いいえ

理由〔協働事業開催が決定した段階で、委員会において、すでに事業の詳細は決定して

いたが、役割分担にあたっては、市としてできる範囲の内容を協働した。〕

９．進捗状況や情報を共有できたか

□はい ■いいえ

理由〔事業実施にあたっては実行委員会主導で動いており、すべての情報を共有すると

ころまではできていない。〕

10．実施プロセスの記録は残せたか

■はい □いいえ

理由〔実行委員会において実施プロセスの記録を保存している。〕



11．互いの特性を活かすことができたか

■はい □いいえ

理由〔実行委員会主導で大会は実施されたが、お互いの役割を確認しながら事業を実施

できた。 〕

終 12．事業内容の報告を作り、公開できたか

了 ■はい □いいえ

後 理由〔事業完了報告書を作成し、ホームページで公開している。〕

の 13．目的・目標は達成できたか

段 ■はい □いいえ

階 理由〔伊勢原の自然あふれる景観に映える芸術花火の美しさで、人々に喜びと感動を与

え、我がまち伊勢原の知名度を高め、全国から注目される「いせはら芸術花火

大会」が実施できた。〕

14．今後の課題と改善策を話し合ったか

□はい ■いいえ

理由〔実行委員会として今後の課題や改善策を検討しているが、次回の事業実施は未定

なため、現在は市との細かい話合いがされていない。〕

15．総合的に見て事業に対する満足度は

【 ５ ４ ３ ２ １ 】

理由〔多くの市民の方々に御協力をいただき、「第２回 いせはら芸術花火大会」を開催

し、たくさんの人々に喜びと感動を与え、我がまち伊勢原の知名度を高めると

いう当初の目的を達成することができた。〕

「第２回 いせはら芸術花火大会」は、雨天により４／１４から４／１５に延期して開催

した。

※この事業評価シートは、いせはら芸術花火実行委員会と伊勢原市とが共同で作成しました。


